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◆
平
成
25
年
度
甲
州
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
、

２
億
１
８
１
４
万
３
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ

ぞ
れ
１
７
９
億
３
９
２
０
万
６

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
主
な

歳
出
内
容
は
、
総
務
費
と
し
て

総
務
一
般
管
理
費
等
に
１
０
５

８
万
２
０
０
０
円
、
民
生
費
と

し
て
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

等
に
１
億
７
０
３
３
万
円
、
衛

生
費
と
し
て
急
速
充
電
設
備
設

置
事
業
等
に
１
６
９
１
万
７
０

０
０
円
、
農
林
水
産
業
費
と
し

て
農
業
振
興
一
般
経
費
等
に
１

７
４
２
万
５
０
０
０
円
、
教
育

費
と
し
て
中
学
校
普
通
教
室
エ

ア
コ
ン
設
置
事
業
設
計
委
託
料

等
に
７
５
０
万
６
０
０
０
円
を

追
加
し
、
土
木
費
は
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
等
を
９
８

５
万
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
入
内
容
は
、
国
庫
支
出

金
に
６
７
４
９
万
３
０
０
０
円
、

県
支
出
金
に
４
４
９
９
万
５
０

０
０
円
、
繰
越
金
に
９
２
４
１

万
６
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も

の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

台
風
27
号
の
被
害
で

災
害
復
旧
費
を
追
加

　

◆
平
成
25
年
度
甲
州
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
は
、

昨
年
10
月
の
台
風
27
号
に
よ
り

被
害
が
発
生
し
た
大
和
町
初
鹿

野
地
内
の
林
道
棚
小
屋
線
の
災

害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
補
助

事
業
費
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
１
０
５
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
７
９

億
４
９
７
０
万
６
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。
歳
出
内
容
は
、
災

害
復
旧
費
と
し
て
１
０
５
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
内
容
は
、

県
支
出
金
に
３
８
５
万
８
０
０

０
円
、
繰
越
金
に
３
２
４
万
２

０
０
０
円
、
市
債
に
３
４
０
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
可
決

し
ま
し
た
。

　

◆
甲
州
市
立
保
育
所
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
少

子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、
行
財

政
改
革
推
進
の
観
点
か
ら
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
市
立
菱

山
保
育
所
を
市
立
東
雲
保
育
所

に
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
、
可

決
し
ま
し
た
。

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー

26
年
度
か
ら
使
用
料
を
徴
収

　

◆
甲
州
市
勝
沼
防
災
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
市
の
財
政
状
況
及
び

市
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
利
用
実
態
を
踏
ま
え
、
自
主

財
源
の
確
保
と
受
益
者
負
担
の

観
点
等
か
ら
、
平
成
26
年
度
か

ら
、
そ
の
利
用
に
関
し
、
使
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
、
使

用
料
の
額
、
減
免
及
び
還
付
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
改

正
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
、可
決
し
ま
し
た
。

　

◆
人
権
擁
護
委
員
に
土
屋
英

文
氏
（
63
・
塩
山
三
日
市
場
）、

前
田
芳
博
氏
（
63
・
勝
沼
町
下

岩
崎
）、
若
月
達
夫
氏
（
66
・
塩

山
下
於
曽
）
を
推
薦
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

※本会議においての議決結果等は５㌻を参照

12
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
の
審
議

一般会計補正予算２件を可決

予算総額は１７９億円余
中
学
校
普
通
教
室

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
設
計
委
託
料
を
計
上

　

平
成
25
年
甲
州
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら

12
月
25
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
案
、
各

会
計
の
補
正
予
算
案
、
人
事
案
、
請
願
、
議
員
発
議
案
な
ど

27
件
の
事
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

議
決
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

勝沼防災センターの利用に際しては、
自主財源確保の観点等から使用料を徴
収することとなった
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◆
甲
州
市
勝
沼
農
業
農
村
情

報
連
絡
施
設
設
置
及
び
管
理
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
、
◆
甲
州
市
下

水
道
使
用
料
条
例
及
び
甲
州
市

浄
化
槽
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
、
◆
甲
州
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
◆
甲

州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

◆
甲
州
市
立
病
院
及
び
診
療
所

諸
収
入
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
◆
甲

州
市
恩
賜
林
記
念
館
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
税
率
が
５
㌫
か
ら
８
㌫

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
そ
の
課
税
対
象
で
あ
る

各
施
設
等
の
使
用
料
等
の
額

を
、
税
率
引
き
上
げ
を
反
映
し

た
額
に
改
定
す
る
改
正
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
制
定
す
る
も

の
で
す
。
本
会
議
で
は
、「
可

決
す
べ
き
も
の
」
と
し
た
各
常

任
委
員
長
の
報
告
に
異
議
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
討
論
・
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

　

川
口
信
子　

消
費
税
率
を
８

㌫
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
８

兆
円
の
増
税
と
な
り
、
年
金
の

削
減
な
ど
、
社
会
保
障
へ
の
負

担
増
と
給
付
減
を
合
わ
せ
れ
ば

10
兆
円
と
い
う
史
上
空
前
の
負

担
増
と
な
る
。
政
府
は
、「
経
済

再
生
と
財
政
再
建
の
両
立
を
図

る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
消
費

税
増
税
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、
国

民
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を
も
た

ら
し
、
経
済
も
財
政
も
共
倒
れ

に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
消
費
税
増
税
は
中
止

す
べ
き
で
あ
り
、
関
連
議
案
の

可
決
に
反
対
す
る
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

　

野
尻
陽
子　

消
費
税
が
増
税

さ
れ
れ
ば
、
収
入
が
増
え
な
い

庶
民
は
ま
す
ま
す
財
布
の
ひ
も

を
締
め
、
経
済
活
性
化
と
は
逆

の
効
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

政
府
は
、
支
出
が
増
加
す
れ
ば

そ
の
分
を
増
税
し
て
賄
う
、
国

民
が
負
担
す
る
と
い
う
考
え
ば

か
り
で
、「
倹
約
、
経
費
削
減
」

と
い
う
支
出
抑
制
の
発
想
が
見

受
け
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
消

費
税
増
税
に
反
対
し
、
関
連
議

案
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
な
い
。

市
内
６
施
設
の

指
定
管
理
者
を
指
定

　

◆
市
内
６
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。
指
定
先
は
、

甲
州
市
勝
沼
農
業
農
村
情
報
連

絡
施
設
を
勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
株
式

会
社
に
、
甲
州
市
勝
沼
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
法
人

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

甲
州
市
大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

甲
州
市
大
和
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
株
式
会
社
や
さ
し
い

手
に
、
甲
州
市
甲
斐
の
国
大
和

自
然
学
校
施
設
を
株
式
会
社

フ
ィ
ッ
ツ
に
、
甲
州
市
や
ま
と

天
目
山
温
泉
資
源
活
用
施
設
及
び

甲
州
市
日
川
渓
谷
緑
の
村
を
株

式
会
社
栄
和
交
通
と
し
ま
し
た
。

２
件
の
請
願
を
審
査

　

◆
山
梨
県
に
対
し
て
、「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
」

の
窓
口
無
料
の
維
持
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願
は
、
県
に
対
し
て
、

本
制
度
を
現
行
の
ま
ま
継
続
す

る
よ
う
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
た
も
の
で
す
。
本
会

議
で
は
、
本
請
願
を
不
採
択
と

し
た
教
育
民
生
常
任
委
員
長
の

審
査
報
告
に
異
議
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
委
員

長
報
告
の
と
お
り
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　

◆
新
聞
へ
の
消
費
税
の
軽
減

税
率
適
用
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
は
、
消
費

税
増
税
に
あ
た
り
、
複
数
税
率

の
導
入
と
新
聞
へ
の
軽
減
税
率

適
用
を
実
現
す
る
こ
と
を
求
め

た
も
の
で
す
。
本
会
議
で
は
、

本
請
願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と

し
た
総
務
常
任
委
員
長
の
審
査

報
告
に
異
議
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
委

員
長
報
告
の
と
お
り
採
択
し
、

関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

　

野
尻
陽
子　

一
般
家
庭
に
お

け
る
新
聞
購
読
料
は
、
食
料
品

な
ど
と
違
い
、
大
き
な
負
担
で

は
な
い
。
軽
減
税
率
を
求
め
る

と
な
れ
ば
、
そ
の
分
の
税
収
が

減
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
軽

減
税
率
が
実
施
さ
れ
る
と
、
そ

れ
に
係
る
多
額
の
処
理
経
費
が

必
要
と
な
る
。
新
聞
は
非
常
に

重
要
で
は
あ
る
が
、
特
別
に
軽

減
す
る
大
き
な
理
由
が
見
当
た

ら
な
い
。
よ
っ
て
、
委
員
長
報

告
に
反
対
す
る
。

消
費
税
増
税
関
連
の
６
条
例
案
は

討
論
・
採
決
に
よ
り
可
決

勝沼ＣＡＴＶ株式会社が指定管理者となった市勝沼農業農村情報
連絡施設

3 甲 州 市 議 会 広 報 33 号



　

甲
州
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

後
、
初
の
臨
時
会
が
11
月
28
日

に
開
か
れ
、
正
副
議
長
、
各
常

任
委
員
会
な
ど
の
構
成
が
決
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
案
、

補
正
予
算
案
な
ど
５
案
件
が
提

出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

　

◆
甲
州
市
公
民
館
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
市
中

央
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

実
施
に
伴
い
、
さ
ら
に
、
今
ま

で
の
利
用
状
況
等
に
鑑
み
、
会

議
室
や
設
備
器
具
等
の
利
用
料

金
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

◆
平
成
25
年
度
甲
州
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、

８
５
４
万
７
０
０
０
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１

７
７
億
２
１
０
６
万
３
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。
歳
出
内
容
は
、

衛
生
費
と
し
て
地
域
医
療
救
護

体
制
整
備
事
業
に
８
５
４
万
７

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
内

容
は
、
県
支
出
金
に
８
２
８
万

円
、
繰
越
金
に
26
万
７
０
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
可
決

し
ま
し
た
。

　

◆
市
教
育
委
員
会
委
員
に
、

矢
崎
秀
明
氏
（
69
・
塩
山
上
萩

原
）、
保
坂
一
仁
氏
（
63
・
塩

山
赤
尾
）、
古
屋
安
廣
氏
（
64
・

勝
沼
町
山
）、
岡
村
久
美
子
氏

（
59
・
塩
山
下
於
曽
）
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

◆
萩
原
山
財
産
区
管
理
委
員

に
、
廣
瀬
宗
勝
氏
（
74
・
塩
山

上
塩
後
）
を
補
充
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

◆
議
会
選
出
の
市
監
査
委
員

に
、
岡
武
男
議
員
（
71
・
塩
山

中
萩
原
）
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

11
月
臨
時
会
で
は
議
長
選
挙

及
び
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

議
長
選
挙
は
無
記
名
投
票
の

結
果
、
中
村
勝
彦
議
員
（
40
・

塩
山
竹
森
）
が
、
副
議
長
選
挙

は
指
名
推
選
に
よ
り
、
佐
藤
大

輔
議
員
（
36
・
勝
沼
町
勝
沼
）

が
当
選
し
ま
し
た
。（
議
長
選
挙

の
投
票
総
数
は
18
票
）

【
議
長
選
挙
】

　
　

当
選　

中
村
勝
彦
（
12
票
）

　
　
　
　
　

古
屋
匡
三
（
５
票
）

　
　
　
　
　

川
口
信
子
（
１
票
）

【
議　
　

長
】
中
村
勝
彦

【
副  

議  

長
】
佐
藤
大
輔

【
監
査
委
員
】
岡　

武
男

【
委
員
会
構
成
】（
◎
委
員
長
、

○
副
委
員
長
、
年
齢
順
）

◆
総
務
常
任
委
員
会

◎
古
屋　

久　

	

○
黒
川
武
雄

　

廣
瀬
宗
勝　

	　

野
尻
陽
子

　

平
塚　

義　

	　

日
向　

正

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
夏
八
木
盛
男	

○
葊
瀬
明
弘

　

岡　

武
男　

	　

矢
野
義
典

　

相
澤
俊
行　

	　

佐
藤
大
輔

◆
建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
丸
山
国
一　

	

○
岡
部
紀
久
雄

　

川
口
信
子　

	　

古
屋
匡
三

　

高
畑
一
幸　

	　

中
村
勝
彦

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
廣
瀬
宗
勝　

	

○
夏
八
木
盛
男

　

岡　

武
男　

	　

古
屋
匡
三

　

古
屋　

久　

	　

日
向　

正

　

丸
山
国
一　

	　

高
畑
一
幸

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

◎
平
塚　

義　

	

○
岡　

武
男

　

野
尻
陽
子　

	　

川
口
信
子

　

岡
部
紀
久
雄	　

丸
山
国
一

　

相
澤
俊
行　

	　

黒
川
武
雄

　

葊
瀬
明
弘

【
一
部
事
務
組
合
等
議
会
】

◆
東
山
梨
行
政
事
務
組
合

　

廣
瀬
宗
勝　

	　

岡　

武
男

　

野
尻
陽
子　

	　

夏
八
木
盛
男

　

丸
山
国
一　

	　

相
澤
俊
行

　

黒
川
武
雄　

	　

高
畑
一
幸

◆
峡
東
地
域
広
域
水
道
企
業
団

　

平
塚　

義　

	　

岡
部
紀
久
雄

　

矢
野
義
典

◆
東
山
梨
環
境
衛
生
組
合

　

古
屋
匡
三　

	　

古
屋　

久

　

夏
八
木
盛
男	　

佐
藤
大
輔

◆
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
組
合

　

平
塚　

義　

	　

日
向　

正

　

岡
部
紀
久
雄	　

相
澤
俊
行

　

葊
瀬
明
弘　

	　

中
村
勝
彦

◆
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理

施
設
事
務
組
合

　

丸
山
国
一　

	　

中
村
勝
彦

◆
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合　

	　

川
口
信
子

第
３
期
の
甲
州
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト

新
議
長
に
中
村
勝
彦
議
員
が
当
選

臨時会レポート

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
る

市議会議員一般選挙後、初の臨時会が開催され、正
副議長選挙や各常任委員会の選任などが行われた

4号33報広会議市州甲



種別 議案番号
議　員　名

案　件　名

高
畑
　
一
幸

葊
瀬
　
明
弘

黒
川
　
武
雄

相
澤
　
俊
行

岡
部
紀
久
雄

日
向
　
　
正

佐
藤
　
大
輔

川
口
　
信
子

丸
山
　
国
一

矢
野
　
義
典

夏
八
木
盛
男

古
屋
　
　
久

古
屋
　
匡
三

平
塚
　
　
義

野
尻
　
陽
子

岡
　
　
武
男

廣
瀬
　
宗
勝

結
　
　
　
果

12
　
　
　
　
月
　
　
　
　
定
　
　
　
　
例
　
　
　
　
会

条
　
　
　
　
例
　
　
　
　
案

議案第 98 号 甲州市勝沼農業農村情報連絡施設設置及び管
理条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議案第 99 号 甲州市営住宅設置及び管理条例等の一部を改
正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第 100 号

甲州市介護保険条例及び甲州市後期高齢者医
療に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議案第 101 号
甲州市下水道使用料条例及び甲州市浄化槽の
整備に関する条例の一部を改正する条例制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議案第 102 号 甲州市立保育所設置及び管理条例の一部を改
正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決議案第 103 号 甲州市ひとり親家庭医療費助成金支給条例の
一部を改正する条例制定について

議案第 104 号 甲州市広告板使用条例の一部を改正する条例
制定について

議案第 105 号 甲州市水道事業給水条例の一部を改正する条
例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議案第 106 号 甲州市勝沼ぶどうの丘施設設置及び管理条例
の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議案第 107 号 甲州市立病院及び診療所諸収入条例の一部を
改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議案第 108 号 甲州市勝沼防災センター設置及び管理条例の
一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 109 号 甲州市恩賜林記念館使用条例の一部を改正す
る条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

予
　
算
　
案

議案第 110 号 平成 25 年度甲州市一般会計補正予算（第 7 号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 111 号 平成 25 年度甲州市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第 3 号）

議案第 112 号 平成 25 年度甲州市介護保険事業特別会計補
正予算（第 3 号）

議案第 113 号 平成 25 年度甲州市下水道事業特別会計補正
予算（第 3 号）

議案第 120 号 平成 25 年度甲州市一般会計補正予算（第 8 号）

そ
の
他
の
案
件

議案第 114 号 甲州市勝沼農業農村情報連絡施設の指定管理
者の指定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 115 号 甲州市勝沼健康福祉センターの指定管理者の
指定について

議案第 116 号 甲州市大和福祉センター・甲州市大和デイサー
ビスセンターの指定管理者の指定について

議案第 117 号 甲州市甲斐の国大和自然学校施設の指定管理
者の指定について

議案第 119 号 甲州市やまと天目山温泉資源活用施設の指定
管理者の指定について

議案第 121 号 甲州市日川渓谷緑の村の指定管理者の指定に
ついて

人事案 議案第 122 号 人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

請
　
　
願

請願第 6 号
山梨県に対して、「重度心身障害者医療費助
成制度」の窓口無料の維持を求める意見書を
提出することを求める請願

● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● 不採択

請願第 8 号 新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見
書の提出を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 採択

発議案 発議案第 8 号 新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見
書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

11
月
臨
時
会

条例案 議案第 93 号 甲州市公民館設置及び管理条例の一部を改正
する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

予算案 議案第 94 号 平成 25 年度甲州市一般会計補正予算（第６号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人
事
案

議案第 95 号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第 96 号 萩原山財産区管理委員の補充選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第 97 号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

（賛成＝○　反対＝●　退席＝△　欠席＝欠）　※中村勝彦議長を除く

※議案第 118 号は議案撤回、請願第 7 号は請願取り下げとなりました

平成25年　　　　　議案等議決結果一覧表12月定例会
11月臨時会
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　市議会議員は市民が選挙を通
して決めた、いわば市民の代表
だ。だから議員で一番大変なこと
は市民全員の意見を一つにまと
めることだという答えには、とて
も責任というものを感じた。代表
としての責任。それは私にはまだ
分からないくらい重いものなの
だと思う。

　　　　　　　滝嶌沙希

　私は議場に行って、「市の予算」
のことを学びました。議会広報を
見ると、ちゃんと振り分けしたグ
ラフがあり、こんなにたくさんの
ことを決めるのは大変だなと思
いました。私は特に歳出の方で、
教育費の額に驚きました。この額
の中から私たちが授業で使うも
のを買ってくれているのだと思
い、感謝したいと思いました。

　　　　　雨宮奈々香

　今回の体験で議員さんの「バッ
ジの重み」がよくわかりました。
なぜなら議員さんは地域の代表
で、その地域の人たちの意見をま
とめて言わなければならないか
らです。そして、この地域一帯の
人たちが暮らしやすいような社
会をつくるための話し合いをし
なければいけません。僕は普段、
議会広報を見ませんので甲州市
の今の様子を知りませんでした。
しかし、見てみると議員さんたち
が僕たち市民の目線に立って話
し合ってくれている様子がとて
も良く分かりました。

　　　　　　吾妻直哉

　市議会議員になるということは、覚悟と責任が必要なのだと強く思いました。市議会の方々は、甲州市を良くしようといろいろなことを話し合い決めてくれているので、自分たちも中学生としてやるべきことをしっかりとしようと思いました。
　　　　　　松橋達希

　「広いなー！」市議会の議場に
入ったときの第一印象です。自分
は前から会議を行っている様子
をＣＡＴＶで見たことがあるけ
ど、会場はどのようになっている
かということをずっと思ってい
ました。テレビで見たときと同様
で、ものすごく緊迫した雰囲気で
した。そこでは市議会の仕組みな
どを教えてもらいました。また、
実際の会議の様子も見させても
らいました。自分はこのような会
議に興味があったのでとても興
奮しました。　　

　　　　　　西野聖偲

　議長とはとても責任が重く、み
んなから信用されていないとで
きないということに心を動かさ
れた。６年後に僕も選挙権が持
て、１１年後には被選挙権がもて
るので、もし僕がなったらどんな
甲州市になるんだろうと考えた
ら、少しの不安と好奇心が湧いて
きた。

　　　　　　広瀬錬哉

　僕が一番印象に残っているの
は、議会広報の話です。市議会で
話し合ったことを何回も何回も
読み直して作っていると聞いて
驚きました。だから僕は、今度議
会広報が来たら、じっくりと読み
たいです。次に心に残っているの
は選挙のことです。少ない人の投
票で決まるのはいけないことだ
と思うので、僕は必ず二十歳に
なって選挙権を持つようになっ
たら投票に行きます。

　　　　　　吉岡　純

※全員に感想文を書いていただきましたが、紙面の都合上 15 人の感想文を紹介します

議会トピックス

塩
山
中
学
校
２
年
生
が

　
市
議
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ

　

10
月
22
日
と
24
日
に
、
塩
山
中
学
校
２
年
生
約
１
５
０
人
が

市
議
会
議
場
で
、
市
議
会
の
仕
組
み
や
議
会
広
報
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
こ
れ
は
議
会
広
報
編
集
委
員
会
が
、
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

身
近
な
課
題
を
議
論
し
て
い
る
市
議
会
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
一
部
紹
介
し
ま
す
。

社会科授業の一環として議会議場を訪れた塩山中学校２年生
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　今回の見学を通
して市議会に

興味を持つことが
できた。市議会

の構成、取り組み
を今までは全く

知らなかったが、
議員さんの丁寧

な説明で詳しく知
ることができ

た。「バッジの重み
」の話を聞い

たときは深く感心
した。市の責任

を背負う気持ちの
強さを真似し

て、これからの学
校生活に活かし

ていきたい。
　　　　　小林圭

斗

　「知らなかった！」と思うことがたくさん
あった市議会見学。今まで仕組みを知らず、
「どうやっているんだろう？」と思っていま
した。今回の見学で詳しい話を聞き、興味の
扉が開きました。私は今、中学生に求められ
ていることがいくつもあると思います。それ
を見つけて地域に貢献できるよう協力して
いきたいです。

　　　　　中村美友

　僕は市議会がどんなものかよ
く知らなかった。議員さんがどん
なことをしているかも分からず
にいた。議員さんは本会議や委員
会を通して、市のことを熱心に考
えてくれているのだと知った。ま
た、「バッジの重み」という言葉
を聞き、僕も副委員長をやってい
て、その重圧など、いろいろなこ
とが重く感じていたけれど、議員
さんのように僕も二学年のため
にがんばりたい。

　　　　　　広瀬優斗

　市議会議員さんが市のことを
しっかりと考えた上で一般質問
をし、今の甲州市をもっと活性化
させようとしているその思いが
強く伝わってきました。議会広報
では、僕たちに関係のある、教育
のことが載っていて、どう対策を
とるのか知りたくなりました。議
場では、実際に質問やその答弁を
再現していただき、市のために住
みやすい環境づくりをしている
のだと思いました。

　　　　　村田健太郎

　私は今回、政治が身近なものに
感じることができた。なぜなら、
自分たちが生活している周りに
たくさんの条例があったからだ。
特に、医療費の条例にはびっくり
した。小学生の時に「払わないん
だ。」としか思っていなかったの
で知った時にはありがたみを感
じた。次の世代の人にもしっかり
これが行われるように、税をしっ
かり納めようと思った。私にとっ
て感謝を伝えたい見学となった。

　　　　　　須永野乃

　私は議会を見学して、市議会議
員の責任や緊張感を感じました。
中央公民館の８億円もの工事、市
民の要望の優先順位など、約３万
５, ０００人の期待を背負った仕
事の重さを改めて感じました。議
会広報は今まで読んだこともな
かったけれど、実際に私たちに関
わることや、甲州市のこれからが
たくさん詰まっているので、とて
も身近に思うことができました。

　　　　　　廣瀬琳香

　私は議員の仕事
をよく知りません

でした。でも今

回の見学でたくさ
んのことを知りま

した。特に「地

域のことを学んで
おく」ということ

が印象に残っ

ています。そして
地域のことを知っ

ておくことで、

より良い地域づく
りにつながるとい

う議員のポリ

シーがすごいと思
いました。甲州市

のために活動し

てくれる議員を決
める選挙権を私は

将来大切にし

ていきたいと思い
ました。

　　　　　林　柚
子

　市議会は甲州市をより良くす
るために、条例や予算などを話し
合う場です。私たちに身近なもの
だと、「確かな学力育成プロジェ
クト」です。このプロジェクトも
議会で話し合われたことです。市
議会は甲州市の方針を決めてい
く大切な機関であることが分か
りました。私たちが「甲州市はい
いな！」と思う陰には市議会議員
の努力があることを知りました。

　　　　　田辺真育子

真剣なまなざしで一般質問の様子を見る生徒
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1 廣瀬　宗勝 議員 甲輝会　　 9ページ
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※一般質問の発言順序は抽選により決定しています。

詳細な内容は、甲州市議会ホームページ上の会議録検索システムをご覧

いただくか、12月定例会会議録を市立図書館などでご覧ください。

掲載・発行はいずれも３月上旬の予定です。

一
般
質
問

　

12
月
定
例
会
で
は
、
産
業
・
教
育
・
福
祉
・
防
災
・
基
盤
整
備
な
ど

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

11人の議員が市政を問う！
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問　

市
長
は
、
政
治
信
念
に

基
づ
き
、
市
の
発
展
に
尽
く
す

と
述
べ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
推
進
し
、
実
現
し
て
い
く
の

か
決
意
を
問
う
。

　

答　

市
長　
「
市
民
と
と
も
に

活
力
と
希
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」、「
市
民
と
太
い
パ

イ
プ
を
大
切
に
す
る
市
政
の
実

現
」、「
自
然
や
景
観
を
守
り
市

民
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
３
つ
の
信
念
に
基
づ
き
、
２

期
８
年
間
の
成
果
と
実
績
を
も

と
に
、
①
太
陽
光
発
電
や
小
水

力
発
電
な
ど
、
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
等
に
取

り
組
む
持
続
可
能
な
循
環
型
ま

ち
づ
く
り
、
②
果
実
と
地
域
資

源
を
活
用
し
た
農
業
、
歴
史
、

史
跡
の
文
化
を
連
動
さ
せ
た
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
、
③
世
界
に

誇
る
ぶ
ど
う
な
ど
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
と
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
、

④
子
育
て
支
援
と
学
校
教
育
の

充
実
、
⑤
い
つ
ま
で
も
健
康
で

元
気
な
生
活
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
熟
年
ラ
イ
フ
の
実
現
、

を
５
つ
の
基
本
政
策
に
掲
げ
て

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

問　

平
成
26
年
度
当
初
予
算

編
成
に
お
け
る
地
方
交
付
税
の

見
込
み
額
を
問
う
。

　

答　

財
政
課
長　

国
が
示
す

地
方
自
治
体
財
政
運
営
の
指
針

と
な
る
地
方
財
政
計
画
に
お
い

て
、
今
後
の
景
気
動
向
や
消
費

税
増
税
な
ど
を
反
映
す
る
中
で

地
方
交
付
税
の
伸
び
率
が
決
定

さ
れ
る
。
そ
れ
を
参
考
に
試
算

し
、
当
初
予
算
に
計
上
し
た
い
。

　

問　

本
市
の
国
民
健
康
保
険

制
度
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
条

例
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

　

答　

健
康
増
進
課
長　

市
民
、

市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
等
の

意
見
を
伺
い
、
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
等
を
中
心
に
協
議
い

た
だ
く
中
で
研
究
し
て
い
く
。

　

問　

待
機
者
数
の
増
加
に
伴

い
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

今
後
の
施
設
整
備
計
画
を
問
う
。

　

答　

介
護
支
援
課
長　

地
域

密
着
型
特
養
老
人
ホ
ー
ム
１
事

業
所
、
定
員
29
人
を
公
募
に
よ

る
選
定
を
終
え
て
、
平
成
26
年

秋
の
開
所
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。
介
護
保
険
の
財
政
運
営

は
、
３
年
を
１
事
業
期
間
と
す

る
事
業
計
画
で
行
わ
れ
て
お
り
、

期
間
中
の
認
定
者
数
や
介
護
保

険
給
付
費
の
見
込
み
量
を
も
と

に
、
新
年
度
か
ら
策
定
が
始
ま

る
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
で
算
定
し
て
い
く
。

　

問　

市
の
未
収
債
権
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
手
続
き
等
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

収
納
課
長　

市
債
権
全

般
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
市
債

権
管
理
条
例
を
今
年
度
中
に
制

定
す
る
。
条
例
に
盛
り
込
む
べ

き
項
目
は
債
権
者
情
報
の
共
有
、

滞
納
処
分
、
強
制
執
行
や
訴
訟

手
続
き
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

収
納
課
職
員
に
よ
る
手
法
研
修

な
ど
を
通
じ
、
徴
収
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
未
集
金
の
縮
減
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

下
塩
後
22
号
線
改
良
工
事

今
後
の
事
業
計
画
は

　

問　

市
道
下
塩
後
22
号
線
改

良
工
事
に
つ
い
て
、
県
道
白
井

甲
州
線
か
ら
国
道
４
１
１
号
線

（
通
称
東
バ
イ
パ
ス
）
ま
で
の
工

区
の
事
業
計
画
等
を
問
う
。

　

答　

建
設
課
長　

今
年
度
に

実
施
計
画
測
量
を
発
注
し
、
事

業
費
は
約
10
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
補
助
金
や
交
付
金
を
活

用
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。
経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、

災
害
発
生
時
の
緊
急
輸
送
路
に

も
活
用
で
き
る
広
域
的
な
道
路

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

廣瀬宗勝議員
甲輝会

田
辺
市
政
３
期
目
の
決
意
は

５
つ
の
政
策
を
掲
げ
市
政
運
営
に
取
り
組
む

QA

５つの基本政策を掲げ、３期目の市政運営に対す
る所信を述べる田辺市長

一 般 質 問
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問　

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
売
り
込
み

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
計
画
を
問
う
。

　

答　

産
業
振
興
課
長　

今
年

度
、
６
人
の
観
光
大
使
が
誕
生

し
た
。
協
力
を
得
て
本
市
の
特

産
品
や
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

農
業
関
係
者
や
関
係
団
体
等
と

の
連
携
を
深
め
、
消
費
者
に
認

知
さ
れ
る
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
行

し
て
い
き
た
い
。

　

問　

庁
内
の
公
共
施
設
活
用

検
討
委
員
会
の
中
で
検
討
を
進

め
て
い
る
、
か
つ
ぬ
ま
情
報
館

の
利
活
用
計
画
を
問
う
。

　

答　

市
長　

大
改
築
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

年
度
末
ま
で
に
は
あ
る
程
度
の

見
通
し
を
立
て
て
い
き
た
い
。

都
会
か
ら
の
交
流
人
口
で

農
業
支
援
策
の
推
進
を

　

問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
で
、
都
会
か
ら

の
交
流
人
口
を
活
用
し
、
農
業

支
援
策
が
推
進
で
き
な
い
か
。

　

答　

産
業
振
興
課
長　

新
規

就
農
者
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
状
況
に
対
処
す

る
た
め
、
認
定
農
業
者
の
育
成

や
就
農
定
着
支
援
制
度
推
進
事

業
、
農
地
流
動
化
の
促
進
な
ど
、

各
種
施
策
を
実
施
す
る
中
で
、

平
成
26
年
度
事
業
と
し
て
、
受

け
入
れ
農
家
の
募
集
、
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
事
前
研
修
会

を
行
い
、
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

問　

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
に
つ

い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
導
入
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
問
う
。

　

答　

政
策
秘
書
課
長　

コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
を
目

指
し
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
機
関
と
の
契
約
に
向
け
て
、

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　

問　

市
長
の
選
挙
公
約
で
あ

る
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

促
進
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
見

守
り
や
買
い
物
弱
者
に
対
す
る

市
独
自
の
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
考
え
を
問
う
。

　

答　

市
長　

市
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

等
と
協
働
す
る
中
で
、
健
康
増

進
、
日
常
生
活
の
支
援
、
社
会

参
加
の
推
進
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
不
安
の
解
消
な
ど
、
多
様
化

す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
本
市
な
ら
で
は
の
支

援
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

勝
沼
地
域
か
ら
の
バ
ス

連
携
に
つ
い
て
、
塩
山
高
校
に

通
学
す
る
生
徒
や
、
通
院
す
る

方
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
利
便

性
が
図
れ
な
い
か
。

　

答　

市
民
課
長　

現
在
、
勝

沼
地
域
か
ら
塩
山
市
民
病
院
ま

で
延
伸
し
て
い
る
循
環
バ
ス
を
、

来
年
度
か
ら
朝
１
便
づ
つ
、
さ

ら
に
延
伸
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

問　

人
口
対
策
に
つ
い
て
、

市
外
に
居
住
し
て
い
る
市
職
員

に
は
甲
州
市
に
住
ん
で
ほ
し
い

と
感
じ
る
が
、
考
え
を
問
う
。

　

答　

政
策
秘
書
課
長　

難
し

い
課
題
で
は
あ
る
が
、
人
口
減

少
時
代
の
自
治
体
の
あ
り
方
を

学
ぶ
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

問　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
、
戸
別
受
信
機
に
変
え
て
、

携
帯
電
話
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

　

答　

総
務
課
長　

今
回
の
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
で
は
、
電

話
で
放
送
内
容
を
再
度
確
認
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な
る

が
、
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配

信
が
登
録
可
能
に
な
る
よ
う
、

現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

※１　民間の資金や経営能力等を活用し、公共施設等の設計、建設維持管理、運営
を一体的に行なう手法

※２　施設の所有権を移転せず、民間事業者にインフラの事業運営に関する権利を
長期間にわたって付与する方式

※
１

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

※
２

⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

ブ
ラ
ン
ド
化
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
販
路
拡
大
の
具
体
策
は

６
人
の
観
光
大
使
の
協
力
を
得
て
取
り
組
む

Q

古屋匡三議員
希望の風

A

甲州市観光大使の協力を得る中で、地域特性を生かした観光振興や
イメージアップを図っていきたい

一 般 質 問
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問　

地
元
新
聞
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
特
定
秘
密

保
護
法
に
賛
成
の
立
場
を
示
し

た
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

答　

市
長　

国
の
安
全
、
安

心
を
確
保
す
る
上
で
、
必
要
な

法
律
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
、
あ
ま
り
に
も
早
く
結
論

を
出
し
て
し
ま
い
、
も
う
少
し

議
論
を
重
ね
、
慎
重
審
議
の
上

で
成
立
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

問　

小
・
中
学
校
普
通
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
設
置
台
数
、

事
業
費
、
設
置
の
順
序
、
国
の

補
助
金
等
、
ま
た
、
年
間
の
電

気
料
に
つ
い
て
問
う
。

　

答　

教
育
総
務
課
長　

市
内

全
て
の
小
・
中
学
校
の
普
通
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
が
、
１
５
７
室

で
、
約
２
億
５
０
０
０
万
円
の

費
用
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、
中
学
校
か
ら
順
次
設
置

す
る
予
定
で
、
国
の
補
助
金
は
、

２
月
以
降
に
協
議
し
、
申
請
し

て
い
く
。
電
気
料
に
つ
い
て
は
、

設
計
の
中
で
算
出
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

問　

校
舎
は
断
熱
構
造
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　

教
育
総
務
課
長　

本
市

に
お
い
て
は
、
断
熱
構
造
で
は

設
計
を
組
ん
で
い
な
い
。

　

問　

約
２
億
５
０
０
０
万
円

を
要
し
て
設
置
し
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
学
校
の
統
廃
合
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
ス
タ
ン
ス
な
の
か
。

　

答　

教
育
長　

少
子
化
が
進

行
し
て
い
る
中
で
、
学
校
の
統

廃
合
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
、
教

育
環
境
の
充
実
と
い
う
視
点
か

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　

問　

整
備
が
完
了
し
た
上
で
、

今
後
、
統
廃
合
に
伴
い
、
新
た

に
校
舎
を
建
設
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
今
回
の
事
業
は

あ
ま
り
賢
い
支
出
に
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

答　

教
育
委
員
長　

10
年
、

20
年
後
の
対
策
で
は
な
く
、
今

現
在
、
夏
場
の
暑
い
時
期
に
子

ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う
な
環
境

で
勉
強
さ
せ
て
あ
げ
る
か
を
考

え
て
い
る
。
一
時
的
に
あ
る
程

度
の
投
資
金
額
は
生
じ
る
が
、

決
し
て
無
駄
で
は
な
い
。
今
後

状
況
が
変
わ
っ
た
時
に
は
投
資

し
た
も
の
を
ど
う
や
っ
て
活
用

し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
っ
た

方
が
得
策
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

下
水
道
事
業
の

将
来
負
担
は

　

問　

下
水
道
事
業
の
起
債
残

高
は
、
現
在
、
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　

答　

都
市
整
備
課
長　

平
成

24
年
度
末
で
１
０
０
億
９
１
２

０
万
円
で
あ
る
。

　

問　

今
後
20
年
間
で
整
備
を

完
了
す
る
と
な
る
と
、
ト
ー
タ

ル
の
建
設
費
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

　

答　

都
市
整
備
課
長　

大
和

地
域
は
整
備
が
完
了
し
て
お
り
、

塩
山
、
勝
沼
地
域
に
係
る
建
設

費
は
、
残
り
６
４
０
㌶
で
、
約

１
５
７
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

問　

維
持
管
理
費
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

　

答　

都
市
整
備
課
長　

平
成

24
年
度
は
、
汚
水
処
理
に
係
る

費
用
が
１
億
５
０
８
０
万
円
、

資
本
費
に
係
る
費
用
が
５
億
７

０
７
０
万
円
で
、
計
７
億
２
１

５
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
約
１
億
２
５
０
０
万
円
の

使
用
料
収
入
が
あ
り
、
残
り
の

約
５
億
９
６
５
０
万
円
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
料
金
改
定
等
を
行
う

中
で
、
健
全
経
営
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

野尻陽子議員
希望の風

小
・
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業  

慎
重
に
検
討
を

教
育
環
境
充
実
の
た
め
設
置
し
て
い
く
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問　

近
い
将
来
、
本
市
に
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
要
素

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
富
士
山
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
、
さ
ら
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、
リ
ニ
ア
開

設
等
に
向
け
、
受
入
れ
体
制
を

つ
く
る
こ
と
が
「
お
も
て
な
し
」

に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
観
光
振
興
の
観
点
か

ら
、
商
店
及
び
一
般
家
庭
の
ト

イ
レ
の
開
放
推
進
を
提
案
す
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

公
衆

ト
イ
レ
の
整
備
等
は
、
お
も
て

な
し
を
実
践
す
る
上
で
大
変
重

要
な
要
素
で
あ
る
。
現
在
、
観

光
交
流
課
で
は
、
塩
山
地
域
15

カ
所
、
勝
沼
地
域
４
カ
所
、
大

和
地
域
５
カ
所
、
計
24
カ
所
の

公
衆
ト
イ
レ
と
、
３
カ
所
の
仮

設
ト
イ
レ
を
管
理
し
て
お
り
、

公
共
施
設
等
の
ト
イ
レ
も
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
。
商
店
等

の
ト
イ
レ
の
開
放
推
進
に
つ
い

て
は
、
市
観
光
協
会
等
の
関
係

団
体
と
協
議
す
る
中
で
今
後
検

討
し
て
い
く
。

　

問　

観
光
宣
伝
方
法
の
一
環

と
し
て
、
都
内
の
電
車
内
広
告

の
活
用
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
現
状
を
踏
ま
え
た
中
で

市
の
見
解
を
問
う
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

甲
州

市
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
確
立

と
推
進
に
向
け
、
果
物
の
収
穫

シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
促
進
や
観
光

宣
伝
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

関
係
団
体
等
と
連
携
し
た
市
長

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
加
え
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
に
フ
ル
ー
ツ
娘

や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

新
宿
東
口
の
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ
ン

等
の
各
種
情
報
媒
体
を
例
年
に

も
増
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
。
電
車
内
広
告
等
の
活
用

に
つ
い
て
も
、
今
後
研
究
、
検

討
し
て
い
く
。

観
光
交
流
課
の
配
置
場
所

庁
舎
１
階
へ
移
設
を

　

問　

観
光
交
流
課
は
窓
口
業

務
等
が
必
要
な
場
面
が
多
々
あ

り
、
本
庁
舎
１
階
へ
の
移
設
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

　

答　

政
策
秘
書
課
長　

１
階

に
は
市
民
や
利
用
者
の
利
便
性

を
考
慮
し
、
窓
口
業
務
や
来
庁

者
数
が
多
い
課
を
配
置
し
、
２

階
に
は
業
務
連
携
の
必
要
性
が

高
い
部
署
の
近
接
性
を
重
視
し

て
配
置
し
た
。
観
光
交
流
課
は
、

産
業
振
興
課
と
の
連
携
が
重
視

さ
れ
る
た
め
現
在
の
場
所
に
配

置
し
て
お
り
、
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
来
庁
者
の
利
便
性
や
各

課
の
業
務
連
携
等
を
考
え
る
中

で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

問　

地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ

ラ
の
劣
化
対
応
に
つ
い
て
、
市

が
管
理
し
て
い
る
公
共
物
改
修

の
現
況
を
問
う
。
ま
た
、
軽
微

な
作
業
に
よ
り
修
復
可
能
な
箇

所
は
、
地
域
の
方
々
の
力
を
借

り
、
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
発
展

す
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

答　

建
設
課
長　

道
路
、
水

路
の
工
事
要
望
箇
所
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
約
３
５

０
件
が
未
着
手
な
状
況
で
あ
る
。

緊
急
性
の
高
い
箇
所
を
中
心
に

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
年

間
工
事
発
注
件
数
よ
り
も
要
望

箇
所
が
多
く
、
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
。
軽
微
な
補
修
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々
の
労

力
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
小
規

模
基
盤
整
備
補
助
事
業
、
原
材

料
補
助
事
業
等
の
制
度
が
あ
り
、

平
成
24
年
度
は
９
件
、
約
１
７

０
万
円
の
事
業
実
績
が
あ
る
。

本
事
業
を
通
し
て
、
公
共
物
へ

の
愛
着
や
地
域
の
一
体
感
も
高

ま
り
、
地
域
づ
く
り
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

お
も
て
な
し

の

た

め  

商
店
等
の
ト
イ
レ
の
開
放
推
進
を

関
係
団
体
等
と
協
議
し
検
討
し
て
い
く

Q
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問　

笛
吹
市
境
川
町
に
建
設

中
の
ご
み
処
理
施
設
が
平
成
29

年
度
に
稼
動
予
定
で
あ
り
、
今

後
３
年
間
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
も

含
め
た
ご
み
の
減
量
化
を
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
の
対
応
を
問
う
。

　

答　

環
境
政
策
課
長　

４
市

担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
共
通

課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

本
市
で
負
担
金
が
発
生
す
る
以

上
、
ご
み
の
減
量
化
は
重
要
で

あ
り
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

本
市
の
景
観
を
し
っ
か

り
保
っ
て
い
く
た
め
に
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る

指
導
要
綱
等
を
早
め
に
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

答　

市
長　

本
市
は
観
光
振

興
上
、
ま
た
、
重
要
文
化
財
も

多
く
、
景
観
を
大
事
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
地
域
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
観
点
で
は

必
要
な
設
備
で
あ
る
が
、
注
意

し
な
が
ら
規
制
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
担
当
課
で
検

討
を
し
て
い
る
。

　

問　

さ
ら
な
る
戦
略
的
な
観

光
誘
客
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
な
考
え
な
の
か
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

県
、

関
係
機
関
及
び
関
係
各
課
に
お

い
て
、情
報
収
集
、情
報
共
有
し
、

連
携
強
化
を
図
る
中
で
誘
客
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

観
光
戦
略
と
し
て
、
戦

略
的
な
道
路
計
画
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

　

答　

都
市
整
備
課
長　

多
様

化
す
る
社
会
状
況
や
将
来
交
通

の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

た
中
で
、
県
や
隣
接
す
る
笛
吹

市
、
山
梨
市
と
連
携
し
、
富
士

北
麓
と
の
ア
ク
セ
ス
が
図
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

問　

甲
州
ぶ
ど
う
の
販
路
拡

大
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

な
考
え
な
の
か
。

　

答　

産
業
振
興
課
長　

単
体

で
は
市
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る

こ
と
は
難
し
い
が
、「
甲
州
市
の

甲
州
ぶ
ど
う
」
だ
と
い
う
こ
と

を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　

問　

中
学
校
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
早

め
の
設
置
を
要
望
す
る
が
、
い

か
が
か
。

　

答　

教
育
総
務
課
長　

夏
休

み
期
間
中
に
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
入
札
事
務
の
手

続
き
や
設
備
台
数
の
多
さ
等
、

時
間
は
か
か
る
が
、
早
め
の
設

置
に
努
力
し
た
い
。

保
・
幼
・
小
・
中

一
貫
し
た
教
育
の
推
進
を

　

問　

本
市
の
目
指
す
教
育
と

い
う
点
で
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
の
一
貫
し
た
教
育

と
い
う
の
も
大
切
だ
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

　

答　

教
育
長　

国
が
示
す
幼

稚
園
教
育
要
領
、
保
育
所
保
育

指
針
、
小
・
中
学
校
学
習
指
導

要
領
の
配
慮
事
項
な
ど
を
十
分

踏
ま
え
て
、「
保
・
幼
・
小
・
中

の
連
携
」、「
家
庭
教
育
へ
の
支

援
」、「
地
域
教
育
で
の
取
り
組

み
」
の
３
点
を
中
心
に
、
具
体

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

問　

文
部
科
学
省
は
来
年
度

の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て
、
学
校
別
の
成
績
公

表
を
自
治
体
の
教
育
委
員
会
の

判
断
で
認
め
る
と
し
た
が
、
成

績
公
表
は
す
べ
き
な
の
か
。

　

答　

教
育
長　

学
校
別
成
績

公
表
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

　

問　

塩
寿
荘
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
改
装
や
移
転
を

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

答　

副
市
長　

高
齢
者
の
方

方
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
集
ま

る
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
う
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

丸山国一議員
甲輝会

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
本
市
の
対
応
は

重
要
で
あ
り
推
進
し
て
い
く
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問　

行
政
機
関
の
情
報
開
示

が
十
分
で
な
い
と
感
じ
る
が
、

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

　

答　

総
務
課
長　

公
正
で
透

明
な
市
政
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
が
、
十
分
で
あ
る
と
は
感
じ

て
お
ら
ず
、
情
報
公
開
、
情
報

発
信
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

問　

ワ
イ
ン
産
業
の
振
興
を

推
進
し
て
い
る
観
点
か
ら
、「
ワ

イ
ン
で
乾
杯
条
例
」
の
制
定
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
元
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　

答　

産
業
振
興
課
長　

ワ
イ

ン
文
化
を
花
開
か
せ
る
た
め
、

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
と
し

て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

問　

ワ
イ
ン
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
展
開
し
て
い
る
市
長
は

ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
。

　

答　

市
長　

甲
州
ワ
イ
ン
を

取
り
巻
く
文
化
の
醸
成
が
必
要

で
あ
り
、
ワ
イ
ン
関
係
者
等
と

協
議
す
る
中
で
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

保
健
環
境
委
員

組
織
の
再
編
は

　

問　

保
健
環
境
行
政
の
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
、
本
市
で

は
区
単
位
で
保
健
環
境
委
員
を

任
命
し
て
い
る
。
年
々
、
情
報

や
業
務
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
保
健
委
員
、
環
境
委
員

と
別
の
組
織
を
作
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
と
情
報
共
有
す
る
機

会
を
増
や
し
、
市
民
と
協
働
を

推
進
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

健
康
増
進
課
長　

保
健

と
環
境
は
生
活
に
密
着
し
た
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
地
域
で

取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
組
織
再
編

は
行
政
と
し
て
も
望
ま
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
区
長
会

や
保
健
環
境
委
員
会
等
と
協
議

す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
活
用
促
進
の
た
め
、
太
陽
熱

給
湯
器
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
等
の
設
置
に
補
助
金
を
支
給

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

環
境
政
策
課
長　

市
民

か
ら
の
要
望
や
一
般
家
庭
で
の

普
及
率
が
低
い
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
公
費
の
支
援
が
必

要
な
の
か
、
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

問　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
分
担
と
収
益

処
理
に
つ
い
て
問
う
。

　

答　

環
境
政
策
課
長　

回
収

物
の
市
場
価
格
に
基
づ
き
、
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管

理
す
る
行
政
区
に
は
回
収
業
者

か
ら
還
元
金
が
支
払
わ
れ
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
処
理
費
の
請
求
時
に
相
殺

し
、
市
の
回
収
費
用
に
充
て
て

い
る
。

　

問　

自
治
会
や
商
店
街
で
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
、

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る

補
助
制
度
は
ど
の
よ
う
に
計
画

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答　

総
務
課
長　

補
助
金
額

は
１
灯
に
つ
き
、
設
置
費
用
の

２
分
の
１
と
し
、
上
限
額
は
２

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

問　

保
育
所
園
庭
芝
生
化
促

進
事
業
の
補
助
対
象
を
、
小
山

や
自
然
環
境
を
取
り
入
れ
た
庭

園
づ
く
り
な
ど
の
費
用
に
拡
大

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

子
育
て
支
援
課
長　

各

保
育
所
の
園
庭
は
限
ら
れ
た
敷

地
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
の
重
要
な
ス
ペ
ー
ス
で
、
園

に
よ
っ
て
は
運
動
会
の
会
場
と

も
な
っ
て
お
り
、
園
児
の
安
全

確
保
や
見
守
り
や
す
い
環
境
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
ワ
イ
ン
で
乾
杯
条
例
」
制
定
の
考
え
は

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く

Q

日向　正議員
希望の風

A

全国の自治体で広まっている「乾杯条例」。本市でも制定の必要性に
ついて検討が進められる
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問　

塩
山
下
小
田
原
の
上
条

集
落
に
つ
い
て
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
に

向
け
た
事
業
の
推
進
状
況
と
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

　

答　

生
涯
学
習
課
長　

上
条

集
落
の
民
家
の
中
に
は
県
内
に

現
存
す
る
最
古
の
建
物
も
あ
り
、

文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
非
常

に
高
い
。
平
成
21
年
か
ら
現
在

ま
で
、
勉
強
会
、
説
明
会
な
ど

を
開
催
し
て
お
り
、
地
元
の
同

意
を
得
た
後
、
保
存
条
例
を
26

年
３
月
議
会
へ
提
出
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

後
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
保

存
地
区
を
決
定
し
、
教
育
委
員

会
が
保
存
計
画
を
策
定
す
る
。

最
終
的
に
は
26
年
12
月
の
選
定

を
目
指
し
て
い
く
。

　

問　

重
伝
建
地
区
に
選
定
さ

れ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
留
意
点
は

何
か
。

　

答　

生
涯
学
習
課
長　

保
存

修
理
、
防
災
事
業
、
標
識
説
明

板
等
の
設
置
な
ど
、
国
の
補
助

が
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

防
火
水
槽
、
消
火
栓
、
シ
ロ
ア

リ
駆
除
、
石
垣
の
積
み
直
し
、

ま
た
、
所
有
者
へ
の
支
援
と
し

て
税
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

る
。
留
意
点
は
取
り
壊
し
が
で

き
ず
、
改
修
も
現
状
維
持
が
前

提
で
あ
り
、
新
築
す
る
場
合
は

景
観
に
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

具
体
的
な
手
法
は

　

問　

市
長
所
信
表
明
で
述
べ

た
「
農
業
、
歴
史
、
史
跡
の
文

化
を
連
携
さ
せ
た
観
光
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
手
法
を
問
う
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

市
観

光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
四
季

折
々
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
豊
か

な
自
然
や
歴
史
文
化
と
基
幹
産

業
で
あ
る
果
物
、
ワ
イ
ン
な
ど

本
市
独
自
の
強
み
を
生
か
し
、

フ
ル
ー
ツ
と
ワ
イ
ン
産
業
観

光
、
武
田
家
の
聖
地
ブ
ラ
ン
ド

化
、「
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
の

推
進
」
な
ど
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
掲
げ
、
市
長
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
、
宣
伝
、

Ｐ
Ｒ
を
市
観
光
協
会
等
の
関
係

団
体
と
協
働
、
連
携
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

問　

本
市
の
フ
ッ
ト
パ
ス
の

現
状
を
問
う
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

塩
山

エ
リ
ア
で
４
、
勝
沼
エ
リ
ア
で

３
、
大
和
エ
リ
ア
で
１
コ
ー
ス

を
設
定
し
て
い
る
ほ
か
、
各
種

団
体
が
設
定
し
て
い
る
コ
ー
ス

も
あ
り
、
歴
史
的
景
観
、
町
並

み
な
ど
を
心
と
体
で
感
じ
な
が

ら
歩
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

問　

フ
ッ
ト
パ
ス
に
利
用
す

る
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

市
の

メ
ー
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
観
光

協
会
が
発
行
す
る
エ
リ
ア
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
に
表
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う

推
進
協
議
会
に
お
い
て
も
、
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
発
行
し
て
い
る
。

　

問　

市
長
所
信
表
明
で
述
べ

た
、
ぶ
ど
う
生
産
地
域
が
集
う

「
ぶ
ど
う
サ
ミ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
を
問
う
。

　

答　

産
業
振
興
課
長　

現
在
、

検
討
段
階
で
あ
る
が
、
生
産
か

ら
流
通
ま
で
の
課
題
を
持
ち
寄

り
検
討
す
る
「
ぶ
ど
う
サ
ミ
ッ

ト
」
の
開
催
を
提
唱
し
て
い
き

た
い
。
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
等

と
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

答　

市
長　

全
国
の
関
係
者

が
集
い
、
課
題
を
話
し
合
い
、

解
決
に
向
け
て
、
国
・
県
と
共

に
行
動
し
て
い
く
た
め
、
開
催

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※文化財保護法に規定する文化財種別のひとつ。市町村が条例等により決定した伝統的
建造物群保存地区のうち、特に価値が高いものとして国が選定したもの

※

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

黒川武雄議員
政和クラブ

上　

条

集　

落  「
重
伝
建
」選
定
に
向
け
た
推
進
状
況
は

平
成
26
年
12
月
の
選
定
を
目
指
し
て
い
く

QA

特異な切妻づくりの甲州民家群として高い評価
を受けている上条集落
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問　

平
成
25
年
９
月
議
会
に

お
い
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
通

院
を
含
め
た
医
療
費
無
料
化
を

中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
す
る
こ

と
を
提
言
し
た
。
市
長
は
所
信

表
明
で
実
施
し
て
い
く
と
述
べ

た
が
、
実
施
の
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

　

答　

市
長　

財
政
状
況
が
厳

し
い
中
で
は
あ
る
が
、
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
要
望
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
実
施
し
た
い
。

　

問　

小
・
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
、
電
力
消
費
量
や
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
可
能
な
限
り
抑
制

す
る
観
点
か
ら
、
省
エ
ネ
型
の

シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
を

提
言
す
る
が
、
い
か
が
か
。

　

答　

教
育
総
務
課
長　

省
エ

ネ
機
器
の
導
入
な
ど
、
環
境
や

省
エ
ネ
対
策
を
含
め
て
、
設
計

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　

問　

レ
セ
プ
ト
・
健
康
診
断

情
報
等
を
活
用
し
、
意
識
づ
け
、

受
診
勧
奨
な
ど
の
保
健
事
業
を

効
果
的
に
実
施
し
、
さ
ら
に
は

医
療
費
適
正
化
に
効
果
が
期
待

で
き
る
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

の
推
進
を
提
言
す
る
が
、
い
か

が
か
。

　

答　

国
保
年
金
課
長　

今
後
、

国
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
の
指

針
の
改
正
や
健
保
組
合
に
対
す

る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
等

の
動
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
計

画
の
策
定
に
向
け
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

近
年
、
企
業
・
団
体
、

個
人
が
、
図
書
館
が
所
蔵
す
る

雑
誌
の
購
入
代
金
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
負
担
し
、
そ
の
見
返

り
と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
名
の
掲

示
や
広
告
の
掲
載
を
行
う
「
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
が
あ
り
、

導
入
す
る
自
治
体
が
全
国
に
広

ま
り
つ
つ
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
も
本
制
度
の
導
入
を
提
言
す

る
が
、
い
か
が
か
。

　

答　

生
涯
学
習
課
長　

先
進

事
例
を
研
究
す
る
中
で
、
積
極

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
器

市
役
所
駐
車
場
に
設
置
予
定

　

問　

市
長
は
所
信
表
明
で
、

温
暖
化
防
止
対
策
の
一
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
電
気
自
動

車
の
普
及
の
た
め
に
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
、
急
速
充

電
器
を
設
置
す
る
と
述
べ
た
が
、

年
間
利
用
台
数
見
込
み
、
設
置

場
所
、
設
置
費
用
、
利
用
料
金

を
問
う
。

　

答　

環
境
政
策
課
長　

電
気

自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
は
今
後
普
及
し
て
い

く
も
の
と
考
え
、
利
用
台
数
は

年
間
延
べ
１
２
０
台
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。
設
置
場
所
は
利

便
性
と
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
市
役
所
東
側
駐
車
場
を
予

定
し
て
い
る
。
設
置
費
用
は
、

９
３
５
万
２
０
０
０
円
で
、
次

世
代
自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
か

ら
工
事
費
の
３
分
の
２
の
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
利

用
料
金
は
無
料
と
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

問　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
で
、
未
婚
率
の
上
昇
が
少

子
化
の
背
景
に
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、「
婚
活
」
支
援
を

少
子
化
対
策
の
効
果
的
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
策

を
検
討
・
推
進
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
、
考
え
を
問
う
。

　

答　

市
民
課
長　

結
婚
相
談

員
を
中
心
に
、
関
係
各
課
と
連

携
を
図
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

個
別
の
結
婚
相
談
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
も
情
報
メ
デ
ィ
ア
等
を
活

用
す
る
新
た
な
方
法
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

※健康保険組合等が保有するレセプトや、事業主から提供された健康診断データなどの
情報を活用し、加入者の健康づくりや疾病予防、重症化予防を行う事業

※

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
の
窓
口
無
料
化  

実
施
の
時
期
は

平
成
26
年
４
月
か
ら
実
施
し
た
い

Q

矢野義典議員
公明党

A

温暖化防止対策として注目されている電気自動車の普及のため、市
役所駐車場に急速充電器が設置される予定である（写真は市役所３
階駐車場の普通充電器）
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問　

甘
草
屋
敷
で
は
、
昨
年

度
か
ら
甘
草
を
活
用
し
た
ま
ち

お
こ
し
並
び
に
観
光
力
を
高
め

る
事
業
を
始
め
た
。
春
の
ひ
な

祭
り
イ
ベ
ン
ト
、
10
年
近
く
続

く
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
甘

草
屋
敷
と
枯
露
柿
の
風
景
も
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
事
業
展
開
し
て

お
り
、
ほ
か
で
は
ま
ね
で
き
な

い
観
光
客
を
呼
ぶ
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
事
業
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
か
ら
、

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、

よ
り
一
層
の
観
光
客
の
集
客
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

　

答　

生
涯
学
習
課
長　

重
要

文
化
財
旧
高
野
家
住
宅
甘
草
屋

敷
は
平
成
13
年
に
全
面
オ
ー
プ

ン
し
た
。
甘
草
屋
敷
と
枯
露
柿

の
風
景
は
、
初
冬
の
本
市
を
代

表
す
る
文
化
的
景
観
で
あ
る
。

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
開
館
時
間
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

等
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。
甘
草
屋
敷
は

こ
れ
ま
で
も
本
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
き

た
が
、
観
光
協
会
、
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
等
、
関

係
団
体
及
び
関
係
各
課
と
一
層

の
連
携
を
図
り
、
機
能
強
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

樋
口
一
葉
資
料
室
は
な

ぜ
開
館
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

ま
た
、
再
開
館
の
予
定
は
あ
る

の
か
。

　

答　

生
涯
学
習
課
長　

甘
草

屋
敷
を
活
用
し
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

25
年
５
月
に
甘
草
屋
敷
内
に
約

６
０
０
本
の
甘
草
の
苗
を
植
え

た
。
明
治
５
年
に
栽
培
を
や
め

て
か
ら
、
１
４
０
年
ぶ
り
に
栽

培
地
と
し
て
の
甘
草
屋
敷
が
復

活
し
た
こ
と
に
な
る
。
教
育
委

員
会
で
は
、
甘
草
に
関
す
る
資

料
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

た
め
、
樋
口
一
葉
資
料
室
を
閉

め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
甘
草
屋
敷
内
で
の
資
料
室
で

は
観
覧
料
が
必
要
と
な
る
た
め
、

樋
口
一
葉
を
紹
介
す
る
対
象
を

市
民
と
す
る
の
か
、
観
光
客
と

す
る
の
か
検
討
す
る
中
で
公
開

場
所
を
定
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

市
が
推
進
し
て
い
る
人

口
対
策
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
出
生
率
の
増
加
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
や
対
策

が
あ
る
の
か
問
う
。

　

答　

政
策
秘
書
課
長　

出
生

率
の
増
加
に
つ
な
が
る
事
業
は
、

人
口
対
策
本
部
が
掲
げ
た
人
口

対
策
の
５
本
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
の
整
備
・
向
上
」
が
該

当
す
る
。
総
合
的
な
子
育
て
支

援
の
充
実
、
出
産
、
母
子
支
援
、

結
婚
支
援
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
と
し
て
、
対
策
本
部
で
施

策
を
区
分
し
、
担
当
課
の
意
見

を
聞
く
中
で
具
体
的
に
事
業
化

の
適
否
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

消
防
用
品
の
盗
難
被
害

本
市
の
取
り
組
み
と
対
策
は

　

問　

県
内
各
地
で
発
生
し
て

い
る
消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
か

ら
の
消
防
用
品
の
盗
難
事
件
に

関
し
、
本
市
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
策
を
問
う
。

　

答　

総
務
課
長　

市
内
約
７

０
０
カ
所
全
て
の
格
納
箱
の
点

検
を
11
月
24
日
ま
で
に
実
施
し

た
が
、
盗
難
被
害
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
事
件
が
解
決
し
て
い

な
い
た
め
、
12
月
５
日
、
日
下

部
警
察
署
長
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
を
要
請
し
た
。
現
在
、
格

納
箱
の
扉
を
封
印
で
き
る
警
告

ス
テ
ッ
カ
ー
を
製
作
中
で
、
完

成
次
第
、
市
消
防
団
の
協
力
を

得
る
中
で
再
度
点
検
と
作
業
を

実
施
し
、
盗
難
防
止
と
抑
止
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

高畑一幸議員
政和クラブ

甘
草
屋
敷
の
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

課
題
が
あ
る
が
今
後
検
討
し
て
い
く

QA

県内各地で消防用品の盗難被害が発生したこと
から、消火栓ホース格納箱の扉に警告ステッカー
を貼り、被害防止対策を講じている
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問　

日
本
共
産
党
甲
州
市
委

員
会
が
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
特
に
負
担
が
重

い
も
の
は
」
の
問
い
に
対
し
、

１
位
は
国
保
税
で
あ
っ
た
が
、

市
は
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

　

答　

国
保
年
金
課
長　

合
併

以
降
、
毎
年
医
療
費
が
伸
び
て

い
る
状
況
の
中
で
、
国
保
税
の

収
納
率
の
向
上
、
国
・
県
の
補

助
金
や
調
整
交
付
金
の
よ
り
多

く
の
獲
得
に
努
め
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
国
保
税
の
引
き
上
げ

は
行
っ
て
い
な
い
。
社
会
保
障

制
度
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
で

は
、
低
所
得
者
に
係
る
軽
減
判

定
所
得
基
準
の
見
直
し
等
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
大
変
厳
し
い
国
保
事

業
の
運
営
で
は
あ
る
が
、
被
保

険
者
に
な
る
べ
く
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
待
機
者
が
増
え
て
い
る

が
、
現
状
と
今
後
の
市
の
方
策

を
問
う
。

　

答　

介
護
支
援
課
長　

市
内

特
養
ホ
ー
ム
は
５
施
設
、
定
員

２
４
０
人
で
あ
る
。
平
成
25
年

４
月
１
日
現
在
の
入
所
待
機
者

数
は
４
０
６
人
で
、
こ
の
う
ち
、

国
が
入
所
基
準
と
し
て
示
す
要

介
護
度
３
以
上
の
方
は
２
０
１

人
で
あ
る
。
現
在
、「
医
療
か
ら

介
護
へ
、
病
院
施
設
か
ら
地
域

在
宅
へ
」
の
流
れ
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
だ
け

で
な
く
、
在
宅
医
療
と
の
連
携

が
必
要
と
な
り
、
来
期
の
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
制
度
の

周
知
方
法
と
内
容
は

　

問　

就
学
援
助
制
度
の
周
知

方
法
と
教
育
費
に
関
わ
る
対
象

範
囲
に
つ
い
て
問
う
。

　

答　

教
育
総
務
課
長　

１
月

下
旬
に
行
わ
れ
る
入
学
説
明
会

及
び
３
月
に
学
校
を
通
し
て
保

護
者
へ
周
知
し
て
い
る
。
援
助

の
内
容
は
学
用
品
、
学
校
給
食

費
な
ど
の
７
項
目
で
あ
る
。

　

問　

改
正
生
活
保
護
法
と
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
衆
議

院
本
会
議
で
成
立
し
、
手
続
き

の
厳
格
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　

答　

福
祉
課
長　

申
請
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正

で
必
要
書
類
を
添
付
し
、
書
面

を
提
出
す
る
こ
と
を
設
け
て
い

る
が
、
事
情
が
あ
る
方
に
つ
い

て
は
従
来
通
り
口
頭
申
請
を
認

め
る
な
ど
、
運
用
を
変
え
る
も

の
で
は
な
い
。
市
と
し
て
は
、

現
行
制
度
と
併
せ
、
新
た
な
制

度
を
適
正
か
つ
厳
格
に
運
用
し

て
い
く
と
と
も
に
、
必
要
な
方

に
適
切
な
保
護
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
相
談
し

や
す
い
窓
口
環
境
の
整
備
に
努

め
て
い
く
。

　

問　

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省

は
来
年
度
か
ら
自
治
体
に
よ
る

学
校
別
結
果
の
公
表
を
認
め
た

が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

　

答　

教
育
長　

学
校
別
成
績

公
表
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。
本
市
は
小
規
模
校
が
多

い
た
め
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
個
人
や
教
員
が
特
定
さ
れ
る

懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、
保
護
者

が
点
数
だ
け
に
こ
だ
わ
り
、
文

部
科
学
省
が
求
め
て
い
る
「
生

き
る
力
、
豊
か
な
教
育
」
よ
り

も
点
数
の
取
れ
る
教
育
を
望
む

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
社
会

的
な
影
響
と
し
て
、
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
で
学
校
を
選
択
し
、

越
境
入
学
等
の
動
き
に
つ
な
が

り
、
統
廃
合
へ
の
影
響
も
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

国
保
税
引
き
下
げ
の
考
え
は

被
保
険
者
に
な
る
べ
く
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
努
力

Q

川口信子議員
日本共産党

A

医療費の伸びなどにより国保財政は厳しい状況にあるが、安定的な運
営を確保したい
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問　

市
政
の
根
幹
を
支
え
る

税
収
増
と
経
費
削
減
に
つ
い
て
、

具
体
策
を
問
う
。

　

答　

政
策
秘
書
課
長　

人
口

対
策
の
推
進
に
よ
り
人
口
増
を

図
る
中
で
、
市
民
税
の
確
保
や
、

事
業
所
、
観
光
施
設
等
の
誘
致

に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
が
考

え
ら
れ
る
。
経
費
削
減
に
つ
い

て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
で
効
果

的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
質
的
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

問　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
向
け
、
本
市
は
観
光

の
国
際
化
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

県
の

情
報
交
換
会
に
出
席
し
、
関
係

機
関
、
市
関
係
各
課
と
連
携
を

持
つ
中
で
、
具
体
的
な
観
光
振

興
策
や
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、
今
後
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
「
も
ぎ
切
き
れ
な

い
甲
州
百
目
柿
」
の
有
効
利
用

の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
枯
露
柿

の
生
産
量
と
質
の
確
保
、
ブ
ラ

ン
ド
化
の
観
点
か
ら
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
市
の

考
え
を
問
う
。

　

答　

産
業
振
興
課
長　

あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー

ツ
山
梨
や
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
最
高
級
の
ブ
ラ
ン
ド
枯
露

柿
の
生
産
と
新
た
な
市
場
の
開

発
、
後
継
者
の
確
保
、
ま
た
、

観
光
的
な
利
用
も
含
め
た
中
で

推
進
し
て
い
き
た
い
。

正
確
で
迅
速
な

開
票
事
務
に
努
め
る

　

問　

平
成
25
年
11
月
10
日
執

行
の
甲
州
市
長
選
挙
・
甲
州
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
開
票
作

業
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
総
括
さ
れ
た
の
か
。

　

答　

総
務
課
長　

今
回
は
同

時
選
挙
と
し
て
、
初
め
て
一
つ

の
開
票
区
で
作
業
が
行
わ
れ
た

た
め
、
相
応
の
時
間
を
要
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
開
票
速
報
に
お

い
て
、
序
盤
で
の
得
票
数
の
速

報
の
仕
方
が
不
均
一
で
あ
っ
た

こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
で
き
る

限
り
偏
り
の
な
い
よ
う
開
示
し

た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後

は
見
直
し
を
図
り
、
正
確
で
迅

速
な
開
票
事
務
に
努
め
て
い
く
。

　

問　

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り

込
み
で
は
な
く
、
全
有
権
者
に
、

告
示
後
速
や
か
に
配
布
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

答　

総
務
課
長　

タ
ウ
ン

メ
ー
ル
方
式
の
郵
便
な
ど
、
選

挙
の
種
別
や
経
費
面
等
を
踏
ま

え
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

問　

市
内
小
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
の
現
状
と
課
題
、
教

科
化
へ
の
対
応
を
問
う
。

　

答　

教
育
長　

現
時
点
で
は
、

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
も
と

で
最
善
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

英
語
科
と
し
て
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
段
階
で
、
さ
ら
な
る

充
実
を
期
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

甲
州
市
教
育
の
大
き
な

柱
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
」
の
推
進
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
を
問
う
。

　

答　

教
育
長　

各
学
校
に
お

い
て
、
地
域
の
実
情
や
特
色
を

十
分
踏
ま
え
て
、
教
育
の
具
現

化
を
図
っ
て
い
く
。

　

問　

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
つ
い
て
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
密
接
な
連
携
を
図

る
た
め
に
は
、
学
校
別
成
績
の

公
表
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

教
育
長　

小
規
模
校
で

は
１
人
の
点
数
の
影
響
が
非
常

に
大
き
い
。
市
全
体
の
成
績
は

公
表
し
た
い
と
思
う
が
、
学
校

別
の
公
表
は
考
え
て
い
な
い
。

相澤俊行議員
希望の風

小
学
校
の

英
語
教
育   

教
科
化
へ
の
対
応
は

英
語
科
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
段
階
で
充
実
を
期
す

QA

国内でも最高級のブランドと評される甲州百目の
枯露柿

一 般 質 問
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総
務
常
任
委
員
会
を
12
月
19

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主
な
審

議
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　

■
甲
州
市
恩
賜
林
記
念
館
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

問　

平
成
24
年
度
の
収
入
が

約
１
３
５
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、

支
出
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

答　

萩
原
山
財
産
区
事
務
長

平
成
24
年
度
の
維
持
管
理
費
、

人
件
費
の
合
計
は
、
約
７
２
０

万
円
で
あ
る
。

　

■
平
成
25
年
度
甲
州
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

問　

正
職
員
３
６
５
人
に
対

し
、
臨
時
職
員
が
１
９
３
人
と

い
う
の
は
非
常
に
多
い
と
感
じ

る
が
、
内
訳
等
を
問
う
。

　

答　

総
務
課
長　

22
条
職
員

は
１
４
８
人
で
、
総
務
課
が
賃

金
を
負
担
し
、
各
課
に
配
置
し

て
い
る
。
課
雇
用
職
員
は
45
人

で
、
課
が
主
体
と
な
り
、
雇
用

の
必
要
性
を
判
断
し
て
い
る
。

　

問　

保
育
所
で
は
22
条
職
員

を
何
人
雇
用
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

総
務
課
長　

調
理
員
が

９
人
、
保
育
士
が
29
人
で
あ
る
。

ま
た
、
割
合
の
多
い
他
の
部
署

に
つ
い
て
は
、
学
校
関
係
で
、

調
理
員
が
23
人
、
用
務
員
が
７

人
で
あ
る
。

　

■
甲
州
市
勝
沼
農
業
農
村
情

報
連
絡
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

問　

指
定
管
理
期
間
に
つ
い

て
、
他
の
施
設
は
５
年
間
だ
が
、

勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
み
２
年
間
と

し
た
理
由
を
問
う
。

　

答　

政
策
秘
書
課
長　

平
成

24
年
度
に
、
指
定
管
理
者
で
あ
っ

た
勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
組
合
が
株
式

会
社
と
な
り
、
新
た
に
指
定
を

変
更
し
た
。
条
例
で
は
期
間
を

５
年
以
内
と
規
定
し
て
い
る
が
、

新
た
に
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
場
合
は
３
年
程
度
の
期

間
と
し
て
お
り
、
変
更
後
の
１

年
と
来
年
度
か
ら
の
２
年
間
を

合
わ
せ
て
３
年
間
と
い
う
考
え

で
あ
る
。

　

■
新
聞
へ
の
消
費
税
の
軽
減

税
率
適
用
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

　

意
見　

新
聞
業
界
の
問
題
は

構
造
不
況
で
あ
り
、
特
別
扱
い

す
る
こ
と
は
そ
の
負
担
が
他
の

誰
か
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
よ
っ

て
、
継
続
審
査
を
求
め
る
。

　

※
本
請
願
は
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
「
採
択
す
べ
き
も

の
」
と
決
し
ま
し
た
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
を
12

月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主

な
審
議
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

■
甲
州
市
介
護
保
険
条
例
及

び
甲
州
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　

介
護
保
険
料
の
収
入
済

額
、
収
入
未
済
額
、
未
納
者
数

を
問
う
。

　

答　

介
護
支
援
課
長　

平
成

24
年
度
決
算
に
お
い
て
、
調
定

額
５
０
１
７
万
４
５
０
０
円
に

対
し
、
収
入
済
額
は
４
２
６
８

万
９
５
０
０
円
で
あ
る
。
収
入

未
済
額
は
７
４
８
万
５
０
０
０

円
で
、
未
納
者
数
は
１
９
６
人

で
あ
る
。

　

■
甲
州
市
立
保
育
所
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　

来
年
度
か
ら
菱
山
保
育

所
が
統
合
さ
れ
る
が
、
残
る
７

人
の
園
児
は
全
て
東
雲
保
育
所

へ
移
る
の
か
。

　

答　

子
育
て
支
援
課
長　

来

年
度
４
月
以
降
は
、
７
人
の
う

ち
、
３
世
帯
の
４
人
が
東
雲
保

育
所
へ
、
２
世
帯
の
３
人
は
民

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総務教育民生

臨
時
職
員
数
が
増
加
傾
向 

職
員
全
体
の
３
割
強
を
占
め
る

園
児
数
の
減
少
に
よ
り

東
雲
保
育
所
と
菱
山
保
育
所
を
統
合

平成 26年４月からの消費税増税に関連し、恩賜
林記念館など各施設等の利用料等が改定される

20号33報広会議市州甲



　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
を
12

月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主

な
審
議
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

■
甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

問　

天
空
の
湯
の
消
費
税
改

定
後
の
料
金
は
、
市
内
外
の
他

施
設
と
で
差
が
生
じ
な
い
か
。

　

答　

ぶ
ど
う
の
丘
事
務
局
長

市
内
在
住
者
３
０
０
円
、
市
外

在
住
者
６
１
０
円
と
し
、
市
内

外
の
他
施
設
と
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
設
定
す
る
。

　

■
甲
州
市
甲
斐
の
国
大
和
自

然
学
校
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

問　

株
式
会
社
フ
ィ
ッ
ツ
が

継
続
し
て
指
定
管
理
者
と
な
る

が
、
業
積
は
ど
う
な
の
か
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

同
社

を
指
定
以
前
の
平
成
22
年
度
で

は
、
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
１
２
６

４
万
円
で
あ
っ
た
が
、
指
定
後

の
平
成
24
年
度
に
は
プ
ラ
ス
３

２
８
万
８
０
０
０
円
で
、
成
果

が
表
れ
て
い
る
。

　

■
甲
州
市
や
ま
と
天
目
山
温

泉
資
源
活
用
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

問　

指
定
管
理
者
制
度
の
成

果
を
問
う
。

　

答　

観
光
交
流
課
長　

平
成

22
年
度
の
マ
イ
ナ
ス
約
１
０
１

６
万
円
が
、
平
成
24
年
度
に
は

プ
ラ
ス
約
１
８
０
万
円
に
転
じ
、

年
間
約
４
万
人
が
利
用
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

問　

指
定
管
理
者
の
選
考
に

つ
い
て
、
応
募
社
数
と
選
考
結

果
を
問
う
。

　

答　

政
策
秘
書
課
長　

株
式

会
社
栄
和
交
通
と
県
外
業
者
１

社
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
指
定

管
理
者
候
補
選
定
委
員
会
の
総

合
的
判
断
に
よ
り
選
定
し
た
。

点
数
は
２
４
０
０
点
満
点
中
、

前
者
が
１
９
２
８
点
、
後
者
が

１
７
７
６
点
で
あ
っ
た
。

　

■
平
成
25
年
度
甲
州
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

問　

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
へ

の
凍
霜
害
支
援
に
つ
い
て
、
内

容
を
問
う
。

　

答　

産
業
振
興
課
長　

桃
の

出
荷
量
が
減
少
し
、
農
家
が
負

担
す
る
共
選
所
の
利
用
料
に
約

９
０
０
万
円
の
赤
字
が
生
じ
た
。

負
担
軽
減
策
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
に

１
０
０
万
円
の
助
成
を
行
い
、

各
共
選
所
の
利
用
料
に
充
て
ら

れ
る
予
定
で
あ
る
。

間
保
育
所
へ
入
所
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

■
甲
州
市
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

問　

市
内
に
ひ
と
り
親
家
庭

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　

答　

子
育
て
支
援
課
長　

約

３
１
０
世
帯
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
実
績
で
２
３
６
世

帯
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

■
甲
州
市
勝
沼
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

問　

新
た
に
指
定
す
る
業
者

は
現
状
と
同
じ
だ
が
、
何
か
変

更
点
は
あ
る
の
か
。

　

答　

福
祉
課
長　

指
定
管
理

期
間
を
従
来
は
３
年
間
と
し
て

い
た
が
、
今
回
は
５
年
間
と
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
債
務
負
担

の
金
額
も
計
上
し
て
い
る
。

　

■
甲
州
市
大
和
福
祉
セ
ン

タ
ー･

甲
州
市
大
和
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

問　

株
式
会
社
や
さ
し
い
手

甲
府
と
５
年
間
の
指
定
管
理
契

約
で
あ
る
が
、
協
定
内
容
等
に

変
更
は
あ
る
の
か
。

　

答　

福
祉
課
長　

協
定
内
容

に
変
更
点
は
な
い
。
実
績
を
踏

ま
え
た
中
で
協
定
を
結
ぶ
も
の

で
あ
る
。

建設経済

指
定
管
理
者
制
度

業
績
、
選
定
方
法
に
議
論
が
集
中

昨年４月の異常低温により発生した凍霜害。農家
が負担する共選所の利用料に赤字が生じたため、
負担軽減策としてＪＡに１００万円の助成を行う

園児数の減少により、平成 26 年４月から菱山
保育所は東雲保育所に統合される
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新
年
を
迎
え
、
１
月
５
日
に
勝
沼
中

学
校
校
庭
に
お
い
て
、
甲
州
市
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
活
動

へ
の
決
意
を
新
た
に
、
ラ
ッ
パ
隊
の
吹

奏
に
合
わ
せ
て
、
勇
壮
な
分
列
行
進
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

■
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
輝
か

し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
昨
年
11
月
10
日
の
市
議
会
議

員
選
挙
に
よ
り
、
18
人
の
議
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
す
べ

く
、
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
新

た
な
気
持
ち
で
議
会
に
臨
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
代
わ
り
、
新
体
制
に

よ
る
初
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。
今
号
か
ら
は
、
議
事
公
開

の
徹
底
を
実
践
す
べ
く
、
全
議

案
に
つ
い
て
、
議
員
ご
と
の
賛

否
を
一
覧
表
と
し
て
掲
載
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の

議
論
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

議
案
の
審
議
内
容
を
、
正
確
に

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る

よ
う
、
編
集
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。（
平
）

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
議
長　
　

中
村　

勝
彦

編
集
委
員
長　
　

平
塚　
　

義

副
委
員
長　
　
　

岡　
　

武
男

委　

員　
　
　
　

野
尻　

陽
子

委　

員　
　
　
　

川
口　

信
子

委　

員　
　
　
　

岡
部
紀
久
雄

委　

員　
　
　
　

丸
山　

国
一

委　

員　
　
　
　

相
澤　

俊
行

委　

員　
　
　
　

黒
川　

武
雄

委　

員　
　
　
　

葊
瀬　

明
弘

　次回の３月定例会は、以下のとおり開催を予定しています。
　市議会はどなたでも傍聴できますので、ぜひ議会議場へお出かけ
ください。
●３月定例会の開催予定
　　２月２０日（木）午後　１時３０分～　　本会議（開会）
　　　　２８日（金）午前１０時～　　　　　本会議（一般質問）
　　３月　３日（月）午前１０時～　　　　　本会議（一般質問）
　　　　　５日（水）午前１０時～　　　　　常任委員会
　　　　　６日（木）午前１０時～　　　　　常任委員会
　　　　　７日（金）午前１０時～　　　　　常任委員会
　　　　１０日（月）午前１０時～　　　　　予算特別委員会
　　　　１１日（火）午前１０時～　　　　　予算特別委員会
　　　　１３日（木）午前１０時～　　　　　予算特別委員会
　　　　１４日（金）午前１０時～　　　　　予算特別委員会
　　　　１９日（水）午後　１時３０分～　　本会議（閉会）
※�会期の日程は、定例会前の議会運営委員会で正式に決定しますので、

決まり次第、市ホームページなどでご案内します。
　なお、ご不明な点については、議会事務局までお問合せください。
■お問合せ
　甲州市議会事務局　 ＴＥＬ３２－２１１１ 内線３３１

甲州市ホームページで
市議会本会議の会議録が検索できます。
　甲州市議会では、市民の皆さんに議会本会議で行われた質疑内
容などを広くお知らせするため、市ホームページにおいて、会議
録の検索及び閲覧システムを導入しています。
　これまでのＣＡＴＶによる録画放送や、各市立図書館に常設し
ている会議録冊子と同様に、議会内容を知るための情報媒体とし
てご活用ください。
　検索・閲覧方法は、甲州市ホームページのトップ画面上の「甲
州市議会」をクリックし、続いて「会議録の検索と閲覧」をクリッ
クしていただくと、検索・閲覧画面になります。
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No.30 「冬のオリンピック」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作・三森  清

市議会を傍聴してみませんか
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